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瀧
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善

海

在
世
が
天
承
元
年

か
ら
承
久
二
年

(
一
一
三

一
-
一

二
二
〇
)
に
収
ま
る
と

(
1
)

思
わ
れ
る
叡
山
の
総
学
頭
証
真
と
浄
土
宗
の
祖
法
然

(
一
一
三
三
-
一
二
一

二
)
は
粗
同
時
に
一
生
を
送
つ
た
学
匠
で
、
そ
の
交
渉
も
主
に
浄
土
宗
の
史
料

か
ら
多
少
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
、
証
真
が
大
原
談
義
に
参
会
し
た
事
、
戒

律
の
相
承
に
於
け
る
証
真
と
法
然
の
関
係
、
法
然
に
感
化
さ
れ
た
証
真
が
往
生

伝
を
著
し
た
事
の
三
点
で
あ
る
。

(
2
)

証
真
の
大
原
談
義
参
会
を
記
す
最
初
は
、
最
初
期
の
法
然
伝
で
あ
る

『源
空

(
3
)

私

日
記
』

で
、
以
下

『
四
巻
伝
』
『
増
上
寺
本
』
『
弘

願
本
』
等
諸
伝
皆

こ
れ
に

(
4
)

習

っ
て

い
る
。

し
か
し
、
『
私

日
記
』
同
様
初
期

の
成
立

と
さ
れ
る

『
醍
醐
本
』
、

(
5
)

諸
本
を
総
括
し
且
つ
鎮
西
派
の
色
彩
の
濃
い
『四
十
八
巻
伝
』
、宗
外
か
ら
の
談

義
見
聞
で
あ
る

『沙
石
集
』
等
に
は
大
原
談
義
の
史
実
は
認
め
つ
つ
も
そ
こ
に

証
真
の
名
を
記
さ
な
い
。
殊
に
、
鎮
西
派
祖
弁
長
は
寿
永
二
年

(
一
一
八
三
)

か
ら
大
原
談
義
の
文
治
二
年

(
二

八
六
)
を
経
て
法
然
に
師
事
す
る
建
久
八

年

(
一
一
九
七
)
迄
証
真
の
座
下
に
あ
り
、
自
ら
『末
代
念
仏
授
手
印
』
に
「四

(
6
)

教
三
観
之
明
鏡
受
相
伝
証
真
法
印
。
三
心
五
念
之
宝
玉
伝
稟
承
源
空
上
人
。」

と
言
い
、
『
念
仏
名
義
集
』
で
も

「本
山
二
人
人
多
ケ
レ
ト
モ
年
来
ノ
間
契
リ

有
人
ハ
証
真
宝
地
房
法
印
也
…
…
彼
法
印
ノ
許
ニ
テ
天
台
宗
ノ
法
門
ヲ
習
ハ
レ

(
7
)

タ
レ

ハ
…
…
。
」
と
し
、
『
念
仏
三
心
要
集
』

に
も
同
文
を
引

い
て
証
真

と
の
関

り
を
記

し
て
い
る

の
で
あ
る
か
ら
、
『
四
十
八
巻
伝
』

に
証
真

の
名

を
記
載

し

な

い
の
は
不
自

然

で

あ

る
。
但

し
、

同

じ
舜
昌
撰

の

『
九
巻
伝
』

は

『
私
日

記
』
に
準
じ
て
証
真

の
名
を
記
し
て
お
り
、
密
接

な
関
係

に
あ

る
と
言

わ
れ
る

(
2
)
(
4
)
(
5
)

両
書
が
符
合
し
な
い
の
も
疑
問
で
あ
る
。
借
、
大
原
談
義
の
質
疑
内
容
に
つ
い

て
は
伝
聖
覚
の

『
聞
書
妙
』
に
伝
え
ら
れ
て
お
り
、
十
二
問
答
中
の
第
七
に

「証
真
問
日
此
宗
習
不
許
此
土
入
聖
得
果
何
云
現
世
証
入
哉
。
上
人
答
日
此
事

誠
可
思
之
但
章
提
布
夫
人
於
第
七
観
時
得
大
悟
無
生
和
尚
釈
之
証
得
往
生
云
云

此
即
最
上
利
根
人
信
知
他
力
本
願
之
利
現
世
証
得
往
生
也
往
生
者
即
無
生
也
此

(
8
)

義
重
可
思
択
之
。
」

と
あ
る
。

証
真

と

聖
覚

は

建
仁
元
年

(
一
二
〇

一
)

の
法

(
9
)
(
1
0
)

華
五
種
行
等
で
接
触
が
あ
り
、
聖
覚
の
父
澄
憲
と
の
関
係
、
聖
覚
の

『
四
十
八

願
釈
』
の
証
真
引
用
等
か
ら
あ
る
程
度
の
交
渉
が
認

め
ら
れ
る
。
し
か
し
、

『聞
書
抄
』
は
貞
安
の
四
失
以
来
真
偽
が
論
ぜ
ら
れ
、
現
在
は
偽
撰
説
が
粗
定

説
で
、
殊
に
南
都
明
遍
と
貞
慶
に
つ
い
て
は
大
原
参
会
の
可
能
法
が
極
め
て
薄

(
1
1
)

い
と
さ
れ
て
い
る
。
又
、
証
真
の
浄
土
教
学
に
は
現
存
本
で
参
照
す
る
限
り
大

き
な
特
色
は
な
く
、
他
力
本
願
に
関
し
て
は
全
く
触
れ
ず
、
入
証
得
果
に
つ
い

て
は
安
養
浄
土
が
同
居
土
で
あ
る
事
を

『往
生
論
』
を
引
き

『仏
地
論
』
と

(
12
)

『摂
論
』
を
会
し
て

「既
有
未
証
。
生
彼
始
悟
。
故
知
後
見
報
仏
土
也
。」
と
す

る
だ
け
で
あ
る
。
法
然
に
つ
い
て
も

『浄
土
初
学
砂
』
で

「十
疑
論
者
。
専
為

勧
進
往
生
極
楽
作
之
。
然
者
為
往
生
者
錐
本
宗
人
学
此
十
疑
文
可
学
念
仏
法
門

(
13
)

也
非
是
私
意
恵
心
御
意
也
。」
と
す
る
が
、
証
真
は

『玄
義
私
記
』
で

「且
如

極
楽
十
疑
等
。
非
是
天
台
所
出
。
而
和
漢
皆
云
大
師
説
。
彼
引
唐
訳
雑
集
論
。

(
14
)

故
定
非
階
時
之
所
述
也
。
又
引
世
親
師
子
覚
事
。」
と

『十
疑
論
』
を
偽
撰
と

(
1
5
)
(
1
6
)

し

て
お
り
、

更
に
証
真
門
下
隆
真

は

『
選
択
集
』
批
判
を
行
な

つ
て
い
て
、
両

者

の
間

に
教
学
上

の
接
点
を
見

い
出
す

こ
と
は
で
き

な
い
。

し
か
し
、
相
方
共

互

い
に
否
定
す
る
事
も
な

く
、

良
忠

や

聖
問
、

聖
聡

等

は

そ

の
著
書

に

『
私

記
』
や

『
疏
砂
』
を

か
な
り
引
用

し

て

お

り
、
弁
長

の
法

然
入
室

の
動
機

を
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(
17
)

『疑
問
砂
』
で
は

「上
人
御
事
故
法
印
被
奉
讃
之
事
思
出
始
参
東
山
御
奄
室
」

と
伝
え
、
『醍
醐
本
』
に
は

「法
印
云
…
…
彼
上
人
於
我
宗
己
為
達
者
剰
亘
諸

宗
普
習
学
智
恵
甚
深
超
過
常
人
…
…
上
人
聞
此
事
云
彼
法
印
殊
親
近
奉
談
法
門

(
18
)

故
知
智
恵
分
涯
如
此
云
也
。」
と
の
伝
説
も
残
つ
て
い
る
。
大
原
談
義
は
古
来

多
く
の
脚
色
を
含
ん
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
が

『沙
石
集
』
に

「小
原

(
18
)

ノ
僧
正

四
十
八
日

ノ
間
往
生
要
集

ノ
談
義

セ
サ

セ
給

ケ
リ
」

と
言
う
程

の
規
模

(
1
1
)

で
、
教
学
上
の
主
張
を
北
嶺
に
宣
説
す
る
意
図
の
も
の
と
し
て
把
え
れ
ば
、
両

者
が
教
学
面
で
接
点
が
無
い
と
し
て
も
証
真
が
大
原
に
参
会
し
た
事
を
否
定
す

る
事
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

次
に
、
『四
十
八
巻
伝
』
に
山
僧
の
質
疑
に
法
然
が
答
え
ざ
る
を
証
真
が
不

足
言
の
疑
と
し
て
法
然
を
讃
嘆
す
る
段
で

「…
…
こ
と
に
戒
の
法
門
は
上
人
に

相
承
の
人
な
り
…
…
往
生
伝
を
つ
く
り
て
我
身
を
が
き
い
れ
ら
れ
け
る
と
か

(
18
)

や
。
」
と
証
真

の
法
然
か
ら

の
受
戒

と
往

生
伝

の
著
述

に

つ
い
て
記

さ

れ

て

い

る
。
『
四
十
八
巻
伝
』

の
こ
の
部
分
は

『
醍
醐
本
』

の
継
承

で
あ
る

事

は

明

ら

か
で
他

の
諸
伝
に
は
記
載
が

な

い
が
、
『
醍
醐

本
』

で
は

「
…
…
殊

於
我
法
門

(
18
)

者
相
承
源
空
云
事
顕
然
也
。」
と
す
る
だ
け
で
あ
り
、
本
書
そ
れ
自
体
に
し
て

(
2
)

も

『私
日
記
』
に
比
べ
て
宗
意
識
が
強
い
と
さ
れ
て
い
る
。
証
真
受
戒
の
師
に

つ
い
て
は
、
江
戸
期
の

『本
朝
高
僧
伝
』
や

『
浄
土
伝
燈
総
系
符
』
は

『四
十

八
巻
伝
』
を
そ
の
ま
ま
継
承
す
る
が
、
既
に
弁
長
が

『念
仏
名
義
集
』
で

「彼

法
印
ハ
故
黒
谷
慈
眼
房
叡
空
上
人
ノ
菩
薩
戒
ノ
弟
子
也
。」
と
し
、
『念
仏
三
心

要
集
』
で
も
同
様
に
記
し
て
い
て
、
江
戸
期
妙
瑞
の

『徹
選
択
集
私
志
記
』
等

で
も
こ
の
説
を
採
っ
て
い
る
以
上
、
証
真
受
戒
の
師
は
叡
空
で
法
然
と
は
同
朋

で
あ
る
と
見
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
又
、
往
生
伝
の
述
作
に
つ
い
て
は
大
原

談
義
と
円
戒
受
戒
に
よ
る
証
真
の
法
然
帰
依
の
延
長
線
上
に
描
が
か
れ
た
伝
説

で
、
『蓮
門
類
聚
経
籍
録
』
『浄
土
真
宗
教
典
志
』
に
始
め
て

『今
撰
往
生
伝
』

或

い
は

『
新
撰
往
生
伝
』

の
名
を
見
る
が
、
『
翼
賛
』

に
は

「
法
印

ノ

ツ

ク

レ

ル
往
生
伝
世

二
流
布

ナ
シ

亡

ケ
ル

ニ
ヤ

或
山
家
者

モ
所
見

ナ
シ
ト

イ

ヘ
リ

(
20
)

一
書

二
今
撰
往
生
伝

一
巻
証
真
法
印

ノ
作
ト
イ

ヘ
リ
」
と
言
う
。

但
、

本
家
七

(
21
)

家
往
生
伝

と
て
証
真

の
往
生
伝
を

こ
れ
に
含

み
、

他
六
本

の
所
在
が
明
ら

か
で

あ
る
以
上

こ
れ
を
無
碍

に
否
定
は
で
き
な

い
が
、

前

の
史
料

の
信
愚
性
や
証
真

の
行
業
教
学
か
ら
見

て
可
能
性
は
薄

い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な

い
。

こ
の
様

に
、
実
際

の
両
者

の
関
係
は
天
台

と

い
う

セ
ク
ト
の
中

で
円
戒
受
戒

の
同
門

と
し
て
の
み
把
え
る

べ
き
で
、

証
真
が
大
原
に
参
会

し
た

と
し

て
も

そ

れ
は
後
世
浄
土
家
が
言
う
様
な
法
然
帰
依
に
結

び

つ
く
も

の
で
は
な
く
、

当
時

を
代
表
す

る
二
者
が
偶

々
大
原

で
の
談
義

で
会

し
た

と
い
う
程

の
意
味

で
理
解

さ
れ
る

べ
き
も

の
で
あ

る
と
思
う
。

1

拙
稿

「
宝
地
房
証
真

の
生
没
年

に

つ
い
て
」
天
台
学
報

24
。

2

田

村
円
澄
氏

「
法
然
伝

の
史

的

考

察
」

仏

教

史

学

2
。

3

浄
全
十

七
87

頁
。

4

三
田
全
信
氏

「
法
然
上
人
伝

の
成
立
的
研
究
」
仏
教
論
叢

11
。

5

高
橋

正
隆
氏

「
法
然

上
人
行
状
絵
図
成
立

の
事
情

に

つ
い
て
」

大
谷
学

報

38
。

6

浄
全
十

1
頁
。

7

同
桝
頁
。

8

浄

全
十

四
掴
頁
。

9

座

主
記

三
、
門
葉
記

八
九
。

m

澄
憲
六
月
会

立
義
題
者
表

日

(
天

台
霞
標

六
-
二

)
。

11

今
岡
達
音
氏

「
大
原
談

義
」
宗

教

界

9

小

西

存
祐
氏

「大
原
談
義
聞
書
砂

に

つ
い
て
」
専
修
学
報

5

千

賀
真
順

氏

「
大

原
問
答

及
び
聞
書
砂

に

つ
い
て
」
仏
大
研
究
紀
要

48
。

12

天
全

玄
四
91

頁
。

13

新
法
全
脇
頁
。

14

天
全
玄

三
籾
頁
。

15

日
本

大
師
先

徳
明

匠
記
。

16

念
仏
選
擢
評
巻

一
。

17

浄

全
十
29
頁
。

18

法

然

上
人
伝

の
成

立
史
的
研
究

一
34
頁
。

19

岩
波

日
本
古

典
文
学

大
系
甥

頁
。

20

浄

全
十

六
60
頁
。

21
同
卿
頁
。

(大

正
大
学

大
学

院
)

証
真
伝

に
於
け

る
法
然

の
存

在

(
瀧

川
)
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